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★次回読書会は 9月２６日（火）13時半から

★妙法蓮華経陀羅尼品第二六の音読と解説を行う予定です。鬼子母神や薬王菩薩の陀羅尼（呪文）
を声を出して読むと少し不思議な感じになります。
★資料はすべてこちらで用意いたします。また初めての方も、途中からの参加でも十分楽しめる会
だと思っています。お待ちしています。

彼岸会法要
９月２４日（日）１０時から

彼岸は悟りの世界。煩悩に満ちたこちらの岸（＝此岸）に対して極楽浄土の向こうの岸（＝彼岸）
を表します。私たちは六波羅蜜の教えを実践する事により、彼岸へ渡ることができるとされています。
しかし凡人である私たちは、六波羅蜜の教えを毎日実行することは難しいことなので、せめて春と秋の
年２回はその教えを実行する。これが現在のお彼岸法要の意味となっています。
ちなみに六波羅蜜とは彼岸へ到達（パラミータ）するための６つの実践徳目です。
１布施：施しをすること。２持戒：戒律を守り反省すること。３忍辱：不平不満を言わず耐え忍ぶこと。
４精進：一所懸命努力すること。５禅定：心を静かに保つこと。６智慧：真実を見抜く智慧をもつこと。

〇彼岸会について

★琉游舎はみんなに分かる法要を目指しています。小一時間ほど日常の空間を離れてみませんか？
★琉游舎の活動は営利事業ではありませんので、お布施は一切お構いなきようよろしくお願い申し
上げます。皆さんのお越しをお待ちしています。

★第三回詩話会は10月7日（土）13時半から

★詩人戸井みちおが現代詩の名作を優しく解説します。詩の名作をお茶請けに皆さんとお茶を飲み楽
しく語り合う会です。
★今回は黒田三郎の詩を取り上げる予定です。市民の生活に根ざした感情を平明な言葉で描いた、優
しさに溢れる愛の詩人。「ひとりの女に」と言う詩集、こんな素敵なラブレターを未だかつて読んだ
ことがありません。実は彼は大酒飲みです。酒を飲んだから書けた詩なのか、飲んでも飲まなくても
書けた詩なのか、酒飲みの私としては是非とも解明したい事柄です。（あくまで出琉の個人的感慨）

★お気軽にお越しください。テキストなどすべてご用意いたします。



9/7 小津安二郎監督の最高傑作であるばかりでなく､日本映画の金字塔。出演笠智衆、東山千栄子

木 原節子。何度見ても静かな感動がじんわりと胸にしみていきます。

9/14 山田洋次監督、高倉健、倍賞千恵子主演。北国の牧場で暮らす母子が出会うさすらいの男との

木 愛と別れの物語。名作西部劇「シェーン」の本歌取り映画。

9/21 キャロルリード監督、オーソン・ウェルズ主演。クライムサスペンス映画の傑作。

木 カンヌ映画祭でグランプリを獲得。大胆なカメラアングルと音楽も注目です。

9/28 小津安二郎監督、佐野周二、田中絹代主演。戦後の東京を舞台に、復員してきた夫と病気の

木 子供を抱えて夫を待った妻との、過酷な現実と葛藤そして魂の救済へと向かう物語。

10/5 山田洋次監督、西田敏行、竹下景子主演。夜間中学を舞台に生徒と先生の交流を通じて

木 学ぶこと教えることの本質を問いかける感動作。

10/12 ゲイリー・クーパー、マレーネ・ディートリッヒ主演の１９３０年ハリウッド映画。

木 スターの魅力満載。外国人部隊の男とモロッコの酒場の女の愛の物語。

10/19 小津安二郎監督、原節子､笠智衆主演。原節子が「紀子」という名前で演じた「紀子三部作」

木 （他は「晩春」「東京物語」）の２作目。父と娘と結婚を巡る物語。

10/26 山田洋次監督、吉永小百合主演。１９４０年という過酷な時代に「母べえ」を中心に

木 つつましく生き抜く家族の姿を吉永小百合が演じる共感の物語。
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狂言綺語・・・やすらぎのところ

9.10月映画会スケジュール

六波羅蜜の実践。年2回くらいならできそうかな、でもやっぱり自分には無理かなと思われている皆
さん。ご心配は無用です。かくいう私も全く実践できる自信がありません。最初からできないと開き
直るのもなんですが、やはり出来ないものを出来ると言ってみてもしょうがないですよね。ただこの
機会に、無心で、素直に、自分の心の中を眺めてみるのも悪くないなと思っています。これが年2回だ
けでなく、毎月、毎週、毎日、そしていつも、自分の心をありのままに質直に意（こころ）柔軟に観
ることができれば、いつの間にか「やすらぎのところ」に辿り着いているのではないでしょうか。
この「やすらぎのところ」は彼岸そのものだと思ってます。難しい理論や実践によって彼岸に到達

できる方はごくごく選ばれた人（例えば肉体的にも精神的にもマゾの人や教祖様命の宗教エリート）
だけでしょう。生活者である私たちは六つの徳目を実践しなさいと言われると、その段階でもう心が
萎えてしまいそうです。だからせめて自分に今できそうなことを一つ、「自分の心を素直に観る」こ
とを私は実践していきます（もちろんこれも簡単なことではないのですが）。
日常の流れに流されるままの生活をしている中で、一日一回ほんの一時流れの中に立ち止まって自

分の心と対話する、そしておもむろに心の流れに棹さして日常の流れにもどっていく。流れに立ち止
まる前と後ではほんのちょっとだけ気持ちが安らかに穏やかになっていればいいな。そして毎日毎日
これを繰り返していけばいつの間にか「やすらぎのところ」にたどり着いているというのがいいなと。
これが自分の行いがもたらす果報であったとしたら、もうこれで充分です。
仏教専門用語でいう「観心」というのは、このような行い（「行」と言うには恐れ多い）だと私は

自分なりに思っています。宗教を生業としている人からは「おまえは何をいい加減なことを言ってい
るんだ」とお叱りを受けるでしょうが、それもしょうがないですね。お釈迦様のおっしゃっているこ
とを素直に聞いた結果、今の自分にできる行いがこれなのですから。
話は飛びますが、小津安二郎監督の名作「東京物語」の熱海の堤防シーン。笠智衆と東山千栄子演

ずる老夫婦の姿に、私は二人の「やすらぎのところ」を観ました。東京の子供たちには厄介払いのよ
うに熱海の宿をあてがわれ、そこの旅館は社員旅行で眠られないという翌朝の堤防での二人の語らい。
傍目から観て、「幸福な日々ですね」といえないような毎日。それでも一時の堤防での会話には互い
の慈しみと安らぎが溢れています。そのシーンの写真を勝手に転載してしまいます。皆さん機会があ
ればご覧ください。映像は直接心に語りかけてきます。言葉でいろいろと書き連ねる私の「狂言綺
語」より、遙かに分かり易くまた心にすーっと入ってくると思い
ます。それではまた次号まで。
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